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(図表 も含めて分か りやす く記入のこと)
[1]シー デ ィッ ドエ ピタキシー法を用 いた金属薄膜 の構造制御 に関する研究
近年の微細化技術 の発展は、金属を原子 レベルで制御す るほ どに至 っている。 その結
果、バルクでは現れない特異な性質を示す物質を作 り出すことに成功 している。
多層膜構造 を操作す る主な手法の一つ として シーデ ィッ ドエ ピタキシー法が挙げ られ
る。 これは、薄膜結晶成長 に於いて、結晶構造、配 向面、成長様式の劇御 を目的 とし、
基板 と所望の薄膜 との間に、シー ド層 として他 の物質 を挿入 し、基板 と薄膜の界面の状
態を意図的に変化 させ る結晶成長技術 である。
これまでの研究 によ り、Coシー ド層を用いて、A12O3(0001)単結晶基板 上のPd薄膜の結晶
構造 ・配向性 ・平坦性 を向上 させ ることに成劫 した。Coシー ド層の効果 をよ り詳細に調
べ るために、現在TEM観察用の試料 を作製 中である。
[2]反強磁性垂直磁気構造の創成による巨大磁気抵抗効果の発現
磁気メモ リにお ける記録密度 の向上に伴い、垂直磁気 メモ リの実用化が始まってい る
が、垂直磁 気メモ リ用 により高感度な磁気抵抗セ ンサーの開発が急務 となっている。そ
の侯補 としてCo/Au,Co/Pt垂直磁気異方性 多層膜 を用いた研 究がな され ているが、MR
比 自体の向上 と共に、MR感度の向上が必要不可欠である。本研究ではCo/Au多層膜を用
い、多層膜 内部 にRu層 を挿入することによ り、Co/Au多層膜内部 にRKKY相互作用を誘
起 させ ることで垂直磁気異方性を向上 させ ると共に、磁性体 内部の磁 区構造を制御 し、
実効的な保磁力を変化 させ ることにより磁 気抵抗感度を向上 させ ること を目的 とする 。
Co/Au多層膜 ・Co/Ru多層膜 を作製 し、その成長様式 を観察す ると共に、Co層間の反強
磁性的層間結合 を最大にす る作製条件 を検討す るための試料を作製 し、XRD,AFM,VSMを用
いて解析 を行 った。Coシー ド層を用いることによ り超格子構造 と急峻 な界面を有 し、平
均RMSラフネス が0.38nmの平坦 なCo/Au多層 膜試料 を作 製す る ことが で きた。作製 し
たCo/Au及びCo/Ru多
層 膜 の恥 層 厚 に 対 す
る反 強 磁性 率 の 変 化
を 図 に 示 す 。Aｕ=12
A,Ru=10Aの場 合 に
反 強 磁 性 率 が大 き く
、層 間 交換 相 互 作 用
が大 き くな っ て い る
ことが分かる。
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